
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成16年３月１日（２）

No.15 市町村合併について考える市町村合併について考える
今月号は、今後の合併問題について記載いたします。道志村では、市町村合併について約２年

の間に、二つの住民発議があり協議を重ねてまいりました。しかし、一つは４市町村協議会の廃

止、もう一つは横浜市会に付議せずとの結論に至りました。

去る２月４日には、道志村中央公民館において、道志村の明日を創る会 (会長 佐藤太志）のメ

ンバー11名の方々と、村長・村議会議員との懇談会が開催されました。

また、２月23日には都留市長が来村して、都留市と道志村の将来像を研究するために、任意

合併協議会を設立する方向で話し合われました。規約を定め３月18日に第一回の会議を開催す

る予定です。

ここで、もう一度村民一人ひとりが、道志村の市町村合併問題についてよく考えてみましょう。

★国の動き
地方分権時代を迎え、少子高齢化や住民ニーズの多様化など、社会情勢の変化に対応することが求め

られ、厳しい財政状況の中で行政サービスの充実を図るため、行政体制の整備を目指した自主的な市町

村合併が推進されている。今後の地方自治制度のあり方については、国会において３月までに審議され、

新法で定め合併推進策として促される可能性があります。（内容は、広報どうし１月号に記載）

★地方交付税
地方交付税とは、本来地方税として集められるべき税の一部をいったん国税として集め、すべての県

や市町村が必要な財源を確保できるように、すべての県や市町村の間で再配分する制度です。

すべての県や市町村が、等しくかつ適切な水準で自主的に行政サービスを行うために必要な経費につ

いて、国税の一定割合をその総額として、国が交付する。この理念が、地方交付税の基本であります。

この税収が落ち込み、国では借金をして、地方へ配分している。このため、市町村の数を減らしたり、

地方交付税制度を見直し、人口10万人以下の自治体への配分が下げられ、小規模自治体に手厚く配分

する「段階補正」もが、率を変えている現状です。

道志村の財政の中で、大きなウエイトを占める普通交付税について記載すると、平成11年より現在

まで、減額されているのは現実である。平成11年度の交付額は、約11億円で、来年の交付額は、約７

億７千万と30％くらい減額と推定される。今後も減額は、続くと思われます。

今後の財政状況を考えると、事業の実施を含め、抜本的な見直しが必要である。地方交付税が減らさ

れる中で、ますます財政状況は厳しくなっていくので、事務事業の見直し、行政改革、機構改革、行政

評価、コスト計算を徹底する必要があります。

★今後の道志村の市町村合併問題の方向について
都留市・道志村合併協議会での検討
(1) 都留市・道志村任意合併協議会の設置 (第１回協議会　３月18日）

４市町村の法定合併協議会の廃止の決定を受けて、都留市長と道志村長、都留市議会と道志

村議会の合意により、２市村で任意合併協議会を設置し、協議・検討を続けていくこととなった。

任意合併協議会においては、主に次のことを調査・研究する。

① 新市の将来構想の策定。

② 専門部会等での業務合わせ。

③ 検討結果を住民に情報提供。(協議会だよりの発行、住民説明会、ホームページの開設等）

また、新市の将来構想等を住民に示して、民意を問うための意識調査を両市村で実施する。

そして、この意識調査の結果を受けて方向を判断する。

賛成が多ければ、議会の議決を経て、法定合併協議会に移行する。

１



今後の道志村における市町村合併のスケジュールは、 
民意を反映しながら方向を考えます 

 

法定協議会 設置 
＊合併を望む村民の意向 

＊単独を望む村民の意向 

任意協議を７ヶ月 

協議会による項目の検討７ヶ月 

＊都留市民の意向 

新市の将来構想の策定開始 自律計画の策定開始 

道  志  村 任意合併協議会  

議会の合意のもと、都留市・道志村の議会の合意のもと、都留市・道志村の 
任意合併協議会を設立任意合併協議会を設立 
議会の合意のもと、都留市・道志村の 
任意合併協議会を設立 

＊協議会が、将来構想を示して市民・村民にアンケート調査を実施（合併に賛成か？・反対か？） 

アンケート調査の結果により、民意の把握をする。 

単独で存続 

意向を踏まえ、 
議会に諮る 

議会の議決 

可決により可決により 
合併協定書の調印合併協定書の調印 

協議会による項目の検討協議会による項目の検討 

可決により可決により 
法定合併協議会　設置法定合併協議会　設置 
可決により 
法定合併協議会　設置 

可決により 
合併協定書の調印 

協議会による項目の検討 

否決により法定協議会は、設置されない。 
特例期限内に合併はできない。 

申請書の提出 

◆第二回の民意の意向調査 (法定合併協議会の協議結果を踏まえて実施） 

調査結果により、民意の把握をする。 

意向を踏まえ、 
議会に諮る 議会の議決 

◆第一回の民意の意向調査 

今後の道志村における市町村合併のスケジュールは、 
民意を反映しながら方向を考えます 

 

今後の道志村における市町村合併のスケジュールは、 
民意を反映しながら方向を考えます 

 

新市の将来像 
＊村が、将来像を村民に問う　意向調査や、 
　住民投票など（合併か？・単独か？） 

単独の将来像 

（３）

(2) 都留市・道志村法定合併協議会に移行

① 新市建設計画の策定。

② 専門部会等での本格的な検討。

③ 検討結果を住民に情報提供。(協議会だよりの発行、住民説明会、ホームページ等）

また、最終的に合併の是非について、民意を問うための意識調査を両市村で実施する。

その調査結果等を受けて方向を決定する。

賛成が多ければ、議会の議決を経て、合併協定書の調印を行なう。（平成17年３月末目標）

道志村自律計画の検討
合併は、双方の市町村の理解と住民の支持があって成立するものであることから都留市との

合併協議と平行して、今後の厳しい財政の見通しの中において、さらに厳しい行財政改革を進

め、自律による単独存続についても一方で検討する。

具体的な事項としては

① 財政の将来見通し　② 事務事業の全面的な見直し　③ 人件費・経常経費の見直し

④ 地方制度改革の見通し　⑤ 地勢、風土に応じた将来計画等について

の検討を行なう。この結果について、住民に開示し、将来方向についての判断基準にする。
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特
定
疾
病
患
者
の
場
合
は

高
額
の
治
療
を
長
期
間
受
け
る
必
要
が
あ
る

病
気
で
、
※

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
疾
病

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
「
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
医
療
期
間
の
窓
口
に

提
出
す
れ
ば
、
毎
月
の
自
己
負
担
額
が
一
万
円

ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一
部
、
人
工
透

析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子
製

剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

平成16年３月１日（４）

老人保健について老人保健について

老
人
訪
問
看
護
を
利
用
し
た
と
き

か
か
っ
た
費
用
の
一
割
（
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
方
は
二
割
）
を
負
担
し
ま
す
。

一般、一定以上の所得のある方 780円

90日までの入院
低所得
Ⅱの方※

650円
90日を超える入院
（過去12か月の
入院日数）

500円

低所得Ⅰの方　※ 300円

※に該当する方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」
が必要となりますので、担当窓口に申請してください。

●入院時の食事代の標準負担額（1日）

医
療
費
と
は
別
に
、
入

院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、

一
日
分
と
し
て
定
め
ら
れ

た
額
を
入
院
日
数
分
支
払

い
ま
す
。 入

院
し
た
と
き
の
食
事
代

こんなときには届け出を
加入している医療保険が

変わったとき

届け出に必要なもの

医療受給者証・健康手帳、
新しい保険証



次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
っ
た
ん
全
額
の
医
療
費
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
後
か
ら
市
区
町
村
の
窓
口
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
一
部
自

己
負
担
金
を
除
い
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険
証
、
健
康
手
帳
、

医
療
受
給
者
証
を
持
た
ず
に
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
り
、
保
険
を
扱
っ
て
い
な
い
病
院
で
受
診

し
た
と
き
（
海
外
旅
行
中
な
ど
の
治
療
を
含
む
）。

＊
市
区
町
村
の
承
認
が
必
要
で
す
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
輸
血

し
た
生
血
代
や
コ
ル
セ
ッ
ト
な

ど
の
補
装
具
代

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り

・
灸

き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施

術
を
受
け
た
と
き
。

医
師
の
指
示
が
あ
り
、
市
区
町

村
の
承
認
が
得
ら
れ
た
場
合
の

重
病
人
の
入
院
、
転
院
な
ど
の
移
送
に

か
か
っ
た
費
用
。
こ
の
場
合
、
全
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

（５）

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
し
た

と
き
、
老
人
保
健
で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

来
、
医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
老
人
保
健
が
一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
て
、

後
で
加
害
者
に
請
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
示
談
は
慎
重
に

市
区
町
村
と
警
察
に
届
け
出
を
出
す
前
に
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
老
人
保

健
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
の
前
に
必
ず
市
区
町
村
と
警
察

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
の
手
順

①
警
察
に
届
け
る

「
事
故
証
明
書
」
の
申
請
を
し
ま
す
。

②
市
区
町
村
へ
届
け
出
る

「
事
故
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
き
た

ら
、
被
保
険
者
証
・
医
療
受
給
者

証
・
健
康
手
帳
・
事
故
証
明
書
・
印

か
ん
を
持
っ
て
、
老
人
保
健
の
担
当

窓
口
へ
行
き
、
そ
こ
で
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」の
手
続
き
を
し

ま
す
。

③
お
医
者
さ
ん
に
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
、
後
か
ら
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す

歯
の
治
療
も
老
人
保
健
で

受
け
ら
れ
ま
す

診
療
・
検
査
か
ら
歯
ぐ
き
や
虫

歯
の
治
療
、
詰
め
物
や
差
し
歯
、

入
れ
歯
に
い
た
る
ま
で
、
ふ
つ
う

の
歯
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
特
別

な
材
料
を
希
望
し
な
い
限
り
、
老

人
保
健
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
必
ず
市
区
町
村
と
警
察
に
届
け
出
を

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
三
か
条

心
を
落
ち
着
け
ま
し
ょ
う

事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
心
を

落
ち
着
け
て
。

相
手
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

相
手
の
氏
名
・
連
絡
先
・
運
転
免
許

証
番
号
等
を
確
認
。

警
察
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

た
い
し
た
け
が
で
な

い
と
思
っ
て
い
て
も
、
あ

と
か
ら
思
わ
ぬ
後
遺
症
が

出
る
こ
と
も
。
け
が
を
し

て
い
る
と
き
は
警
察
に
必

ず
「
人
身
事
故
」
と
し
て

処
理
し
て
も
ら
う
。 第

三
者
行
為
と
は

他
人
の
行
為
が
原
因

で
け
が
を
し
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す

123
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佐
藤

江
子
（
釜
之
前
八
、
八
八
二
番
地
）
さ
ん

が
、
こ
の
ほ
ど
、
道
志
中
学
校
に
図
書
を
寄
附

し
ま
し
た
。

ご
主
人
が
読
書
好
き
で
、
購
入
し
て
あ
っ
た

蔵
書
で
す
が
、
国
道
改
修
に
あ
た
り
、
家
を
解

体
す
る
事
と
な
っ
た
の
で
、「
中

学
生
の
皆
さ
ん
に
是
非
利
用
し

て
貰
い
た
い
」
と
い
う
事
で
、

寄
贈
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「
昭
和
史
・
全
十
六
巻
」「
天
皇

陛
下
」「
皇
居
の
四
季
」、
そ
れ

に
昭
和
天
皇
の
御
聲
集
等
の
録

音
テ
ー
プ
も
三
本
付
い
て
い
ま

す
。現

代
に
最
も
近
い
昭
和
時
代

の
総
合
的
な
記
録
で
あ
り
、
生

徒
の
学
習
に
役
立
つ
貴
重
な
史

書
で
あ
り
ま
す
。

校
長
先
生
は
、
佐
藤

江
子

さ
ん
の
善
意
に
応
え
る
為
に
も

有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き

平
成
十
四
年
度
よ
り
地
籍
調
査
事
業
を
始

め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
国
土
調
査
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
、
土
地
の
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
、
人
に
戸
籍
が
あ
る
と
同
じ
に

土
地
に
も
戸
籍
（
地
番
・
地
目
・
地
積
・

所
有
者
等
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
地
籍

と
い
い
法
務
局
に
登
記
さ
れ
初
め
て
土
地

に
関
す
る
様
々
な
権
利
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
「
公
図
」
や
「
登
記
簿
」
は
、

明
治
の
初
め
に
地
租
を
課
す
た
め
に
作
ら

れ
た
も
の
で
、長
い
年
月
の
経
過
に
よ
り
、

実
際
の
土
地
に
対
し
、
形
や
位
置
・
面
積

等
が
現
況
と
変
わ
っ
て
き
た
た
め
、
様
々

な
争
い
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
最
新
の
測
量
（
数
値
測
量
）

に
よ
り
、
新
し
く
地
図
と
登
記
簿
を
作
成

し
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
と
共
に
、
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、

地
番
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調

査
で
す
。
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
四
年
度
に
実
施
し
た

「
長
又
〜
白
井
平
調
査
地
域
内
」
の
土
地

所
有
者
に
お
願
い
し
ま
す
。
地
籍
調
査
の

本
閲
覧
を
二
十
日
間
下
記
の
と
お
り
実
施

平成16年３月１日（６）

地
籍
調
査
本
閲
覧
実
施

し
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
閲
覧
を

お
願
い
し
ま
す
。
閲
覧
は
、
国
土
調
査
法

第
十
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一

般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

共
に
、
調
査
上
の
誤
り
等
修
正
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
大
事
な
作
業
で
す
の
で

必
ず
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

記

１.
地
図
及
び
簿
冊
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿
案

２.

閲
覧
期
間

平
成
十
六
年
三
月
三
日
〜
二
十
二
日

【
土
日
祝
祭
日
は
除
く
、
但
し
二
十

一
日
の
日
曜
日
は
実
施
す
る
】

３.

閲
覧
時
間

九
時
〜
五
時

【
十
二
時
〜
一
時
は
休
憩
】

４.

閲
覧
場
所

道
志
村
中
央
公
民
館
　
一
階
地
籍
室

５.

持
参
す
る
物

印
鑑

昭
和
を
学
ん
で
…
と
図
書
を
寄
贈

釜
之
前
の
佐
藤
さ
ん


